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　国際VMI（Vendor Management Inventory）

モデルの「共通シナリオ」作成に際して、当

WGは以下のようなアプローチを採った。

①直感的な理解を助け議論の対象を共通にイ

メージできるよう「概念図」を描画

②概念図から詳細なシナリオを抽出し、表計算

シート上で「ワークフロー」を作成

　1.プレイヤー（役割・ロール）を横軸に配置。

プロセス（手続き）を時系列で縦軸に配置

　2.プレイヤー間の商流（情報流）を線で描

画。その際、次のプロセスへ移行するためのト

リガーや必要なドキュメントを特定。同時に物

流も別な線で描画

③各ドキュメントの必須項目の洗い出し

④既存PIP内のプロセスおよびデータ項目を確

認し、ドキュメントとのマッピング。もし該当

するPIPがなければ新規作成を試みる

　ドキュメントについては、例えば“インボイ

ス”1つとっても、その正式名称や正確な使い

方は各社ごと・使用場面ごとに細かい違いがあ

り、共通化が予想以上に困難だった。また、1

つの物流企業が複数のロールを内包しているこ

とが多く、どのような機能単位で分けるべきか

について、難しい判断が必要なこともあった。

3月初めの時点では、「国内保税VMIモデル」に

ついては作業が進行中である。また、他の主要

なシナリオ、例えば「国外保税VMIモデル」や

「オフショア・ドロップシップ・モデル」など

については、並行してワークフロー化を進めて

いる。

　今後、この半年のWG活動で得られた知見を

詳細にホワイトペーパー（白書）にまとめ、一

般向けに公開したいと考えている。一方、向こ

う半年以内を目処に複数メンバー企業の調達コ

ミュニティで、PIPを使った実装を開始し、導

入効果の測定・検証を行なう予定である。さら

に、買掛・売掛情報に対応する送金・入金通知

の自動突合や、代金回収の迅速化など金流に関

する議論にも焦点を当てていくつもりである。

　最後に、このWGでは、引き続きクロスボー

ダーVMI運用に興味や課題を持ち、また実例や

ノウハウをご紹介いただける企業をメンバーと

して募集している。

国際VMIモデルのワークフロー

Advanced Ship Notice

保税輸送の管理は、通関業
者。実際の輸送者は省略

R200

R210

R220

R230

R240

R250

R260

R270

R280

R290

R300

輸送情報送信

入庫予定通知

入庫予定通知

フォワーダ倉庫

入庫通知受領

保税申請指示

保税申請

保税許可

保税輸送

製品入庫

入庫報告

国内保税VMIモデル
（Offshore Bonded VMI）

入庫予定
通知

入庫報告
受領

保税申請
受領
保税申請
許可送信

保税申請
指示受領
保税申請
送信

保税申請
許可受領
輸入国内
保税輸送

入庫予定
通知

入庫通知
受領
保税申請
指示

保税倉庫
（VMI倉庫）
入庫報告
送信

輸送情報
受信（共有）

上屋

入庫通知

Advanced Ship Notice
（ベンダーからの連絡）：Pull判断へ反映

バイヤーand／orサプライ
ヤーは、Case By Case

※通関が終わるまで
 　一時的に保管

全量保税管理されること
が前提

所属国

荷物管理単位

Role バイヤー

輸入国
輸入国内
配送業者

個別製品単位/配送指示単位

輸入国
税関
個別製品単位

輸入通関
業者

倉庫管理
業者

HAWB（House Air Waybill）単位（混載貨物）
輸入機能 輸出機能

フォワーダ
国際キャリア

輸出通関
業者

クロスボーダーVMI WGⅢ
成果と今後の予定
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